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オープンアクセス加速化事業におけるNIIの開発内容を説明する会
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• リリース内容
• 機能追加︓11件

• JPCOARスキーマ2.0対応（⼀部）
• シークレットURL機能
• ワークフロー戻る機能への対応

• 機能変更︓8件
• 全⽂テキスト抽出機能の変更
• DOI付与済みアイテムの資源タイプ変更を⼀部可能とする変更
• 新規環境構築機関および移⾏機関でのデータ構造差分の修正（第⼀弾）

• 機能修正︓51件

• リリース後の主な不具合
• リリース漏れ

• アクティビティの重複実⾏を防⽌する機能が動作していない
• 報告が増えていたバグ

• アクティビティがロックされてしまい解除できない
• 不完全な修正

• エラーが含まれるアイテムタイプの読み込みが終わらない
• 新規バグ

• 学位論⽂のDOIバリデーションチェックに本来不要な開始ページがが含まれている
• 最初に表⽰されるインデックスのコメントが以降のコメントで表⽰されている
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2024年9⽉9⽇アップデート(v1.0.7)について
リリースノート

最新の課題リスト



• 1⽉ JCリリース⽬標(v1.0.7a)
• 主な機能変更

• アクティビティの重複実⾏を防⽌するよう
機能を変更

• ユーザがアクティビティロックを強制解除
できるよう機能を変更

• 主なバグ修正
• エラーがあるアイテムタイプの読み込み処

理に関する問題を修正
• DOIバリデーションチェックが過剰に効い

ている問題を修正
• インデックスのコメントが不必要に表⽰さ

れる問題を修正
• 2⽉ JCリリース⽬標(v1.0.7b)

• 主な機能変更
• データベース処理の効率化
• 新規環境構築機関および移⾏機関での

データ構造差分の修正（第⼆弾) 3

今後のアップデートについての内部検討状況

• 6⽉ JCリリース⽬標(v1.0.8)
• 主な機能変更

• フィードバックメール機能のメールアドレ
ス抽出ロジックの効率化

• シークレットURL機能を代理投稿者も利⽤
できるように機能の変更

• シークレットURL管理画⾯を整理
• パフォーマンス改善

• 主なバグ修正
• JPCOARスキーマ2.0 カタログメタデータ

の修正
• インデックスの⼀括削除機能の不具合修正

正式なアップデート⽇程は総合テスト完了後、
JPCOAR（共同運営本部・JC作業部会）と調整後に決定



https://www.mext.go.jp/content/20231129-ope_dev03-2.pdf 4



https://www.mext.go.jp/content/20231129-ope_dev03-2.pdf 5
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G7コミュニケのOS関連内容まとめ

FAIR 原則に沿ったオープンサイエンスの推進

研究成果の公平な普及 研究成果の再現性の向上

世界中の研究者による新しい知識の創造、イノベーションの促進、
社会による知識へのアクセスの⺠主化及び地球規模の課題解決

学術出版物及び科学データへの即時のオープンで公共的なアクセス

• 研究成果のためのインフラの相互運⽤性及び持続可能性を促進
• OSの実践にインセンティブと報酬を与える研究評価アプローチの⽀援

背景︓実現したい世界

⽬的︓G7のOSWGの⼤⽅針

⽬標︓結果への期待

⽅法︓補正によるOA加速化事業

⼿段︓G7のOSWGにおける中⼼的話題

「⽅法」の断⽚的な状態のみを安易に実現しようとするのではなく
全体を俯瞰して何を実現すべきかを事業に取り込むべきかを考える



1. 研究成果の公平な普及を実現するものでなければならない。
2. 研究成果は再現性が保証され信頼できるものでなければなら

ない。
3. 研究者に活動のインセンティブを与える仕組みが必要となる。

4. これらを⽀えるインフラは相互運⽤性と持続性が保証されな
ければならない。
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課題に取り組むべき視点
学術出版物及び科学データへの即時のオープンで公共的なアクセス

に向けて実現すべきことは…、



公平な普及 再現性の向上

学術出版物及び科学データへの即時のオープンで公共的なアクセス

学術論⽂及び根拠データの
即時OA化

再現性のある
研究データの公開

インセンティブと報酬

NII研究データクラウドをハブとするOA加速化基盤の整備
研究成果の再現性と信頼性を

実現する機能
研究成果の公平な普及

を⽀援する機能
即時OA活動に

インセンティブを与える機能

即時OA機能の相互運⽤性を確保する認証機能

論⽂と根拠データの公開?
それを即時に?? 無理でしょ。

なんとかして!!!!

提案

再現性や信頼性を
どう担保︖︖単に公開す
るだけじゃだめなの︖
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NII RDCをハブとするOA加速化基盤の整備



JAIRO Cloud
• 機関ストレージをJCに繋げられないか︖
• セルフアーカイブ時に、メタデータの管理のために、どのように図書館員

がワークフローに関与するかが制御できる機能が欲しい。
• 査読付きのフラグが欲しい(GRDMやCiRでも)。
• OAアシスト機能で何ができるかわからなかった。
GakuNin RDM
• 機関の管理者が、機関内のプロジェクトを管理したい。
全体
• セルフアーカイブ時に、どのようにNII RDCを使っていくかのシナリオが

欲しい。

10

NIIサービス説明会2024 in 東京での意⾒



NII RDCをハブとするOA加速化基盤の整備

研究成果の
再現性を

確保する機能

研究成果の
公平な普及を
⽀援する機能

即時OA活動に
インセンティブを

与える機能

即時OA機能の
相互運⽤性を

確保する認証機能

GakuNin RDMと連携し
た根拠データの管理・公
開機能の⾼度化

論⽂のグリーンOA促
進⽀援機能の⾼度化

エビデンスに基づい
たポリシー・戦略の
策定を⽀援するモニ
タリング機能の整備

研究者による積極的な参
画を実現する⾼セキュア
な認証基盤の整備

４つの柱で構成されるOA加速化基盤で即時OAを強⼒に推進
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実施内容

林・河合 込⼭ ⻄岡 鈴⽊



yamaji@nii.ac.jp
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